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定形衛先生は、本年 3月をもって、名古屋大学教授の職を退かれました。
ここに同先生の肖像を掲げて、多年にわたる本研究科へのご貢献に対し、
厚く感謝の意を表します。

名古屋大学大学院法学研究科

定形　衛　先生
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惜別の辞

定形衛先生は、2019年 3月末日をもって名古屋大学大学院法学研究科
を定年退職されました。先生は 1998年 4月に名古屋大学法学部に教授と
して着任後、総合法政専攻長（2004年 4月～ 2005年 3月）、評議員（2005
年 4月～ 2007年 3月）、研究科長（2012年 4月～ 2014年 3月）を歴任し、
法学部・法学研究科の発展に尽力されました。研究科長の任にあった時期
には、キャンパス・アジア、キャンパス・アセアン、リーディング大学院、
卓越大学院などの大型プログラムが立て続けに動き始めました。定形先生
は、これらのプログラムの立ち上げのために研究科内外の折衝と調整に取
り組み、人員と場所の安定的な確保をはじめとする様々な課題に対処し、
すべてのプログラムの円滑な運営に心を砕き、粉骨砕身の仕事をなさった
のでした。
教育面では、「国際政治史」の授業のほかに、「国際政治学」、「現代日本

の外交・国際関係」（以上、法学部）、“Contemporary Japanese Diplomacy”
（G30）、「国際政治研究」（総合法政）、“Comparative Studies in Politics”（国
際法政）、「現代世界の政治」（法科大学院）などの授業も担当なさりました。
なかでも「国際政治史」では、多くの受講者に対して熱意あふれる講義を
長年にわたって続けてこられました。
定形先生の研究は、（旧）ユーゴスラヴィアの国際政治を主なテーマと

して、長いものに巻かれない批判精神、過酷な現実のなかにも理想と希望
の灯火を見出そうとするバランス感覚、そして学問に対するほとばしる情
熱によって特徴づけられるでしょう。その研究は何のための、そして誰の
ための国際政治（学）かを問い続けるものであり、この姿勢は師の一人で
ある故・木戸蓊教授の姿勢を受け継いだものでしょう。定形先生が師の学
問を振り返った論文「木戸蓊――社会主義国際政治論と権力政治の克服」
（2017年）は、その分析視角を「大国間権力政治、社会主義、民族問題と
いう国際政治の主要課題を横軸に、『歴史研究』『現状分析』を縦軸にして
分析を進めてきた。そのきめ細かな分析は、独自のすぐれた均衡感覚と異
質なるものへの誠実さに支えられ、大国間政治、社会主義国際関係、民族
主義にあらわれた権力批判を正面に据え、社会主義の実態と理論上の問題
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点を鋭く衝いたものとなっている」と評価したうえで、「木戸の提示した
分析視角をさらに深め、東欧の多様性、後進性、大国介入の新たな側面を、
世界史の今日的な変動過程のなかで考察していかなければならない」と結
んでいます。定形先生の研究はまさに、この横軸と縦軸が織りなすものと
言えるでしょう。以下では、比較的最近の論文三篇を取り上げて、定形先
生の研究の一部を振り返りたいと思います。
「旧ユーゴスラヴィアの終焉と人間存在の変容」論文（2015年）は、国
際政治の重要性――それが国家に、そしてそこで暮らす人びとの生活と生
命に、甚大な影響を及ぼす態様――を以下のように表現しています。

 「『人間存在』は、国家の政治経済体制や国際環境、地政学的位置や民族
の文化・歴史によって大きく規定され、人びとは国家の内外政策のもと
で、日々自らの生活を築き、社会生活をおくっている。どのような国家
の成員か、いかなる民族の構成員か、さらに当該社会のいかなる社会的
階層に位置するかなどによって、人間は、その意志やイデオロギーにか
かわらず、社会的権利や経済生活、平均余命や健康状態、学校教育や情
報伝達、さらには、自らの身体的安全や戦争への動員など生死にかかわ
る問題に至るまで決定されている。」

同論文は、旧ユーゴスラヴィア内戦下での民族浄化という極限状態での
人間存在を次のように描きます。「民族浄化に直面した人々の『人間存在』
には、存在のあり方よりも存在そのもの、実存の危機が迫ってきた。」「民
族存在に規定された人間存在は内戦の帰趨によって、生存と死のあいだを
彷徨し続けるしかない存在へと矮小化され、自由と平等、人権といったリ
ベラルな価値を主張することは困難になっていった。」「旧ユーゴスラヴィ
アの人間存在はヨーロッパ意識とバルカン意識のせめぎ合いのなかで、個
として、集団として日々自覚的に捉えられることになった。人間存在はこ
のように内的、外的な要因に規定されつつ、また他者と自己の相互規定に
よって日々確認され、構築されているのである。」
以上の見方は国際政治理論の一つである構成主義（コンストラクティ

ヴィズム）に通じますが、定形先生の研究の流儀は既存理論を事例に適用
するアプローチとは趣を異にします。定形国際政治学は、自身の眼で見た
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（非）日常の現場がもつ意味を、「人間存在」などの根源的な問題との関連
でえぐろうとするものであり、定形先生ご自身の研究者としての、さらに
人間としての、存在をかけた苦闘の産物と言えるでしょう。「人間存在」
を横軸とし、旧ユーゴスラヴィア内戦を縦軸とした論考を、定形先生は以
下のように結んでいます。

 「日常性の継続と生活様式の維持の一方で、非日常性の到来と生存の危
機への緊張感が襲いかかるのが今日の国際関係、グローバル化時代の人
間存在である。個としての尊厳性の獲得と権利の保障、集団としての歴
史認識にもとづく誇りのなかで、人間存在は人格として形づくられてい
くのではないか。その構図は国家についても同様であろう。国家の尊厳
性と権利の保障、世界史にたいする国家の歴史認識にもとづいて形成さ
れる国家の品位、そうした国家からなる国際関係においてのみ、人間存
在が生き生きとした活力ある生活を築けるものになるのではないだろう
か。」

この一節は、旧ユーゴスラヴィアという特殊例外的な状況から、日本を
含む各国に当てはまる一般的な「真理」を導こうとするものだと言えるで
しょう。
「戦争の記憶と子ども――ボスニアの学校教育を事例に」論文（2009年）
は、何のための、そして誰のための歴史教育かという問いを横軸とし、国
際政治と国内政治の趨勢に翻弄される子どもという存在を縦軸としていま
す。論文はまず、内戦と民族浄化を経験したボスニアの子どもを次のよう
に捉えます。

 「繰り返された民族浄化、都市への砲撃、夥しい数の難民、避難民の流
出のなかで、子どもは恐怖に震え、逃げ惑い、そして難民の隊列に加わっ
た。子どもは常に、直接的であれ、間接的であれ、武力紛争の影響を真っ
先に受け、紛争は多くの面で子どもの生活を一変させる。身体的、精神
的な痛みと恐怖、貧困と欠乏の恒常化、さらに保護し愛してくれた人と
の離別、こうした戦争による子どもたちの体験は、時に『トラウマ』と
なって正常な心身の発達を阻害した。子どもは戦争にあって最も傷つき
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やすく、立ち直る力も最も弱い。そのうえ戦争は凄惨な記憶となって、
その後の子どもの自己形成に大きな影響を及ぼすことになる。とりわけ、
民族間の対立と憎悪を身近に経験する内戦の場合、子どもたちは、戦後
も敵と味方双方を隣人とし、戦争の記憶をとどめつつ、アイデンティティ
を形成し、同時に人間観、社会観さらに世界観をも確立していかなけれ
ばならないのである。」

つづいて論文は、ボスニア内戦後の歴史教育を確認します。「紛争後の『分
断教育』で象徴的なことは、紛争前には『私たち』として教えられた人た
ちが、紛争をへて『かれら』として教えられることである。紛争まで『わ
れわれユーゴスラヴィア人は』と教えられた国民は、今日では分断され、
敵対する『他国の国民』として教科書にあらわれている……。」「ボスニア
において、子どもたちの『戦争の記憶』は、分断の教育システムのなかで、
決して癒されることはなく、今日においても、共存と和解を目指す教科書、
教育システムが提示されているわけではない。」
論文は、このシステムの「焦眉の課題」として「困難のなかにあっても

民族の共存を導いてきたボスニアの歴史を確認し、内戦時の子どもたちの
経験と記憶を相対化し、『分断の記憶』を『共存の歴史』のなかに位置づ
けていくこと」を挙げたうえで、「ボスニアの子どもたちへの期待」を次
のように述べています。「つねに狭隘な民族主義を跳ね返してきた民族の
歴史をこそ、現在のボスニアの子どもは記憶にとどめるべきである。対立
と憎悪、分断の記憶は忘れることはできなくても、歴史に正しく位置づけ
られる時、許しあえるようになるのではないだろうか。」この一節は戦争
の記憶と戦後和解に関わるものであり、ボスニアという一事例を超えた意
味と意義をもつと言えるでしょう。
「旧ユーゴスラヴィアにみる『暴力と利益』の国際政治」論文（2014年）
は、国際政治学の重要な概念である「暴力と利益」を横軸に、そして旧ユー
ゴスラヴィアの形成から崩壊までの歴史を縦軸としています。論文はまず、
「現代の国際政治（学）の焦眉の課題」を指摘します。それはすなわち、様々
な暴力――「内戦、民族浄化、地域紛争の頻発、空爆や武力行使による人
道的介入、さらには対テロ戦争など」――と「国家、国際機構、地域秩序、
民族、社会集団、個人といったレベルの『利益』」とがいかに絡み合って
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いるかを分析したうえで「紛争解決の方途を指し示すこと」です。その問
題意識は、冷戦後に頻発する「新たなタイプの暴力」に対して、外科手術
的な空爆を支持することにも、「平和構築」や「民主化支援」などの紋切
り型の処方箋を書くことにもなく、「暴力と利益」の多層的な連結――病
理学的な比喩を用いれば、多因子性疾患、合併症、症候群と言えるかもし
れません――を丁寧に分析し診断することにあります。
同論文は、「ソ連の陣営外交……東西対立……冷戦後の国際社会大国の
介入」などの「大国間国際政治の『暴力と利益』……にみられる論理、大
国間の対立や矛盾が、ユーゴスラヴィアという小国、東西に挟撃される国家、
あるいは紛争後の国家建設の歩みに、集積する形で表れた」ことを指摘し
ています。いわば、大国というプレートの境界に位置するがゆえに蓄積さ
れたひずみと旧ユーゴスラヴィア国内の「非妥協的な『民族政治』」や国際
機関の介入などが共鳴することにより、旧ユーゴスラヴィアの内戦と民族
浄化が発生し展開する過程が、ここでは多層的・複線的・動態的に描かれ
ています（このような視点は、第一次世界大戦の原因について Jack Levy
が「非線形的合流（nonlinear confluence）」と呼ぶものと軌を一にしています）。
論考は、このような旧ユーゴスラヴィアを「犠牲者」とか「弱さや悲劇」

といった物語として見るのではなく、「旧ユーゴスラヴィア外交の『挑戦
の現実』と『解体の内在的原因』を冷徹に分析し、旧ユーゴスラヴィアを
現代史のなかで正当に位置付けること」が重要だと説きます。それは、学
術的観点からだけでなく、旧ユーゴスラヴィアの人びとの観点からの主張
でもあるのです。「この紛争を、バルカン特有の『民族間の歴史的憎悪』
などと歴史に記述することでは、『民族浄化の犠牲者』『故郷喪失のディア
スポラ』『さまよえるユーゴスラヴィア人』の魂は永遠に浮かばれること
はないのであるから。」この論文は定形国際政治学が何のための、誰のた
めの学問かを明確に示す一

マイルストーン

里塚として、広く読まれるべきです。

法学部は、次世代の研究者を育てるために Equip MIRAIプログラムを
創設し運営しています。その受講者に対して、定形先生は「方法としての
国際政治史」と題したショート・レクチャーを 2018年 10月に行いました。
それは、先生の研究者としての、そして教育者としての、集大成と言える
ものでした。以下に、レジュメの一部を引用します。
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・ 　「国際政治史を学ぶことと自分が生きることとがどのように関連する
のか」

・ 　「時代精神 Zeitgeistをしっかり捉えて、時代を丸ごと掴まえて生きて
いきたい」

・ 　「想像力 Imaginationさえあれば、逆境にあっても生きていけるし、粗
食にあっても元気がでるし、そして裏切られても失望せずに生きていく
ことができるのではないか。そして何よりも世界の問題を自分の問題と
してうけとめて、正しい方向へと歩めることに喜びを感じることができ
るのではないか」

・ 　「現象を正確に記述し、それらを再生産する構造／システムを的確に
説明し、その背後に潜む『暴力と利益』の結託を暴いて、決して許さず、
真に品位ある社会を築いていく姿勢を維持する」

・ 　「医師が患者の苦痛を人間的に理解し同情しつつ、診断と治療のため
には病気に対して最大限に冷徹な科学者でなければならないのと同じよ
うに、社会の問題に立ち向かいたい」

・ 　「社会科学では『必然性』をそのまま法則として受け入れる必要はない。
必然性が正しいということと同義ではないからである。どのように必然
性が導かれたか、いつから必然となったかを考えるべきである」

レジュメは、彫刻家ロダンの言葉の引用によって締めくくられています。

 「根底から容赦なく、真理を語る者であれ。君自身が考えついたことを
言い表すのに決して躊躇してはならない。たとえそれが世間の公認する
思想に反抗するときであろうとも。初めのうち君は理解されないかもし
れない。しかし、君の孤立はつかの間であろう。同志の人たちは間もな
く君を訪ねてくるであろう。なぜなら、一人の真理は、万人の真理であ
るから。」

研究対象に自分を投げ入れ、対象と客観的に、しかし共感をもって向き
合いながら、さらに対象と向き合う自分自身と厳しく向き合う――誤解を
恐れずに言えば、これが定形先生のいわば臨床国際政治学の流儀ではない
でしょうか。
研究者として学問に、そして自分自身に厳しい一方で、周りにはつねに
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気遣いと気配りを忘れないのが、人としての定形先生です。先生は、新天
地でも研究と教育を通じて「根底から容赦なく、真理を語る」ことをやめ
ず、われわれ同志を鼓舞し続けることでしょう。先生の益々のご活躍とご
健康を心よりお祈り申し上げます。
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定形衛先生　経歴と業績

【学歴】
1953年 11月 30日　　群馬県生

1977年 3月　　埼玉大学教養学部教養学科卒業（教養学士）

1980年 3月　　金沢大学大学院法学研究科修士課程修了（法学修士）

1985年 3月　　 神戸大学大学院法学研究科博士（後期）課程単位取得満期

　　　　　　　 退学

（この間 1980年 9月～ 1982年 6月ベオグラード大学政治学部にてユーゴスラヴィア

政府給付奨学金奨学生）

【職歴】
1985年 4月　　大分大学経済学部助教授（1990年 3月まで）

1990年 4月　　金沢大学法学部助教授（1995年 3月まで）

1995年 4月　　金沢大学法学部教授（1998年 3月まで）

1998年 4月　　名古屋大学法学部教授（1999年 3月まで）

1999年 4月　　名古屋大学大学院法学研究科教授（2019年 3月まで）

2004年 4月　　 名古屋大学大学院法学研究科総合法政専攻長（2005年 3月まで）

2005年 4月　　名古屋大学大学院法学研究科評議員（2007年 3月まで）

2012年 4月　　名古屋大学大学院法学研究科研究科長（2014年 3月まで）

2019年 3月　　名古屋大学大学院法学研究科　定年退職

この間 1986年 8月～ 1987年 6月ブルガリア科学アカデミー歴史学研究所（日本学

術振興会研究者派遣事業）、1993年 11月～ 1994年 10月ザグレブ大学政治学部（国際

交流基金研究者派遣事業）にて海外研修　
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【研究業績目録】

【著書（単著）】

『非同盟外交の終焉とユーゴスラヴィア』（風行社・1994年）261+v頁

【共編著書】

『国際関係論のパラダイム』（初瀬龍平・定形衛・月村太郎共編、有信堂高文社・2001年）

288+vi頁

【著書（分担執筆）】

「ユーゴスラヴィアの外交：非同盟外交の論理と実践」（木戸蓊との共著、馬場伸也編『ミ

ドルパワーの外交：自立と従属の葛藤』（日本評論社・1988）141-191頁

「非同盟外交」柴宜弘編『もっと知りたいユーゴスラヴィア』（弘文堂・1991年）75-93頁

「ユーゴスラヴィアの民族問題」高田和夫編『ペレストロイカ：ソ連・東欧圏の歴史と

現在』（九州大学出版会・1991年）259-276頁

「地球時代の政治学―ポスト冷戦と国際システムの変容」河田潤一編『現代政治学入門』

（ミネルヴァ書房・1992年）275-296頁

「国民国家と民族の共生」高田和夫編『国際関係論とは何か：多様化する「場」と「主体」』

（法律文化社・1998年） 148-171頁
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